
    リカバリーインターラプション/負傷・病気による棄権    大会名：……………………………………    

 

競技者が記入する項目 

競技者名  期日：      年    月    日 試合No. 時間   ：    

リカバリーインターラプション／負傷・病気による棄権の理由 

 

 

競技者サイン：                   

大会公式医療スタッフが記入する項目 

医学的評価 

 

 

医療スタッフサイン：                

競技者は自分自身の健康状態を危険にさらすことなく大会で競技を続けることができるか？  はい ／ いいえ 

備考： 

 

承認サイン 

大会公式医療スタッフ  審判委員長  競技委員長  
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リカバリーインターラプション/負傷・病気による棄権 

 
 

試合中に治療したチームの医療関係者が記入する項目 

診断書 

私は、ここに示された競技者は、自身の健康状態を危険にさらすことなく、ビーチバレーボールの大会に参加するのに適していることを承認します。 

 

医療スタッフ名：                         医療スタッフサイン：                          

 

要覧： 

競技者が、大会中「リカバリーインターラプション」を使用、または負傷/病気の疑いによる試合の棄権をした場合、BVB49の提出を義務とする。 

キャプテンは記録用紙にサインをした直後、試合の審判員から BVB49用紙を受け取ること。 

BVB49を受けとった後、競技者は「リカバリーインターラプション」または試合棄権の理由を記入する責任を負う。 

これは、メディカルタイムアウト（出血をともなう負傷）には適用されない。 

当該競技者が同じ大会中に次の試合でプレーする場合、遅くとも次の試合開始の前までに、当該競技者は（チームの医療スタッフが試合中に治療した場合

は、チームの医療スタッフも）BVB49 に記入・署名し、大会公式医療スタッフによるチェックを受け、正式にサインを得た後、競技委員長に BVB49を

提出する責任がある。 

競技委員長は（必要な場合は、審判委員長や開催地責任者とともに）状況を評価し、大会公式医療スタッフがそれ以降の試合をする許可をした場合、BVB49

に次の試合への参加承認のサインをし、審判委員長のサインを得て、当該競技者に次の試合参加の承認を通知する。 

同じ大会中にそれ以降の試合が無い場合は、遅くとも大会終了までに、正式に記入された BVB49を競技委員長に提出しなければならない。 

競技委員長は、提出された BVB49を試合の記録用紙に添付し、JVA 大会実行委員会に提出する。 

JVA大会実行委員会は、大会のランキングポイントとともに、同一競技者による「リカバリーインターラプション」の使用、または負傷/病気の疑いによ

る試合の棄権、の回数を管理する。 
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